
第11条検査における効率化検査の新旧比較表

一次検査（外観項目）
通常時（22項目）/透視度不可時（28項目）

二次検査
全項目検査(75項目)

一次検査の結果書の発行
（「適正」・「概ね適正」・「不適正」）

二次検査結果書の発行
（対応策提示、総合判定無し）

【1年】

【１ヶ月後】

【現行】 【改正】

【１ヶ月後】

一次検査と翌月の結果書
（１年目と同じ内容）

一次検査
通常時（22項目）/透視度不可時（28項目）

【１ヶ月後】

３回連続ＢＯＤ・透視度
「不可」原因不明→「不適正」

一次検査の結果書の発行
（「適正」・「概ね適正」・「不適正」）

【１ヶ月後】

一次検査
通常時（22項目）/透視度不可時（28項目）

一次検査（外観項目）
通常時（40項目）/透視度不可時（66項目）

一次検査の結果書の発行
（「適正」・「概ね適正」・「不適正」）

【１ヶ月後】

一次検査と翌月の結果書
（１年目と同じ内容）

通常時（40項目）/
透視度不可時（66項目）

全項目検査
(75項目）

結果書の発行
（「適正」・「概ね適正」・「不適正」）

ＢＯＤ・透視度
どちらかが「不可」

または
原因の提示

【4年】

【5年】

改正(1)

改正(３)

改正(3)

一次検査（総合判定）
①ガイドラインに基づく総合判定
②宮城県独自の総合判定
3回連続 ＢＯＤと透視度不可
→一律「不適正」

一次検査（総合判定）
①ガイドラインに基づく総合判定
②宮城県独自の総合判定

透視度不可時の外観２6項目の異常と
ＢＯＤ 160mg/L超
→単年度で「不適正」

一次検査

通常時（40項目）/
透視度不可時（66項目）

全項目検査
(75項目）

一次検査

一次検査と翌月の結果書
（１年目と同じ内容）

一次検査と翌月の結果書
（１年目と同じ内容）

３回連続ＢＯＤ・透視度
「不可」原因不明以外

３回連続ＢＯＤ・透視度
「不可」原因不明→
「おおむね適正」

３回連続ＢＯＤ・透視度
「不可」原因不明以外

【１ヶ月後】

4回連続ＢＯＤ・透視度
「不可」原因不明→
全項目検査を継続

4回連続ＢＯＤ・透視度「不可」
※「不適正」継続だが、二次検査

（75項目）は初回のみ

【２年】

【３年】

単独処理浄化槽

合併処理浄化槽
単独処理浄化槽

合併処理浄化槽

改正(2)

改正(3)


